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« 5/16（水）～18（金）は、教育ITソリューションEXPOに出展します！ |
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| PDF/A-3　PDFの新しい目的 »




2012年05月09日


続・PDF/Aとは― PDF/A-3について


以前、国際標準化機構（ISO）が制定している国際標準 ISO 19005 のパート1、パート2 である PDF/A-1、PDF/A-2についてその概要を記載しました。

今回（および次回）はその続編である PDF/A-3についてまとめてみたいと思います。


PDF/A-1 はISO 19005 パート1として2005年に、PDF/A-2は ISO 19005パート2として2011年に制定されています。これに対して、パート3は、現時点ではDIS(Draft International Standard/国際規格案)というステータスで、まだ審議中のものです。審議中ではありますが、ISO ストアで 仕様書が販売されていますので、このレベルで記載してみたいと思います。


まず、タイトルからですが、PDF/A-2は、「Use of ISO 32000-1(PDF/A-2)」 でしたが、PDF/A-3(DIS)では、「Use of ISO 32000-1 with support for embedded files(PDF/A-3)」となっています。


前回記載しましたように、PDF/Aは PDFの特定のバージョンをベースとして、その機能に対して、使用範囲を制限し、長期保存に適した形（視覚的な外観、およびドキュメントの論理構造、意味などを継続して維持すること）にするものでした。PDF/A-1、PDF/A-2がベースとするPDF仕様はそれぞれ、PDF 1.4、ISO 32000-1 となっていました。PDF/A-3はタイトルからもわかりますように、PDF/A-2同様にISO 32000-1をベースとしています。変更点は埋め込みファイル関連のようです。


PDF/A-2とPDF/A-3の仕様書をざっと比較してみますと、どちらにも、Embedded filesという項がありますが、この項の記載内容が変更され、PDF/A-3では補遺部分に PDF/A-2には無かったAnnex E(informative) Associate Filesという項目が追加されています。この部分を除くと、ISO 32000-1をベースとして、 a,b,およびuの3種類の準拠レベルを定めている点など、PDF/A-3はPDF/A-2とほぼ同様です。


次回は、この変更部分についてまとめてみます。
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投稿者 taishii : 2012年05月09日 11:10


トラックバック

このエントリーのトラックバックURL:

http://blog.antenna.co.jp/PDFTool/mt-tbng2.cgi/1897






コメント






コメントしてください




サイン・インを確認しました、

さん。コメントしてください。 ( サイン・アウト)


(いままで、ここでコメントしたとがないときは、コメントを表示する前にこのウェブログのオーナーの承認が必要になることがあります。承認されるまではコメントは表示されません。そのときはしばらく待ってください。)





URL:


情報を登録する?
はいいいえ





コメント:

































